289
「初めて負けたぜ……」よろよろと立ち上がったフランクさんは、素直に負けを認めた。
「こうなったらもう、俺たちもおとなしくするしかないな。ネス、おまえ、ジャイアントス
テップへ向かうんだろう。あそこはある種のパワースポットで、特定の人間に何かをもたら
すようなエナジーがあるらしい。しかし、あそこにはパワースポットの影響を受けた化け物
がうじゃうじやいる。気を付けな。健闘を祈るぜ」
2o0
ジメジメして、悪臭漂う下水道を進む。と、背中の方で、なんか妙な気配が……。
振り返ると、小さな半透明のような物がふわふわとついてくるじゃないか。
「ああ、これはミニミニ幽霊だ。どうやらぼくたちはとり憑かれたんだな、うん」
と、ジェフが冷静にいう。特に害もなさそうだし、ま、いっか!
ぼくたちは、幽霊をくつつけたまま、さらに奥へと進んだ。
すると、薄暗い中に、チカチカと光が見えてきた。そしてその前には、学芸員さんが言っ
たとおり、巨大ネズミがズオオンと立っていた。
「ここは5番目のおまえの場所マグネットヒル。でも今は私の場所だ、取り返せるかな?」
「もちろん!」

